
回答数：８８

Ｑ１．他社の人事部門・人材開発部門・ダイバーシティ推進部門の方々との交流機会

Q1-1）同業他社との交流機会は？ Q1-2）グループ企業の中での交流機会は？

定期的な会合がある 16 定期的な会合がある 30
不定期だが会合はある 26 不定期だが会合はある 33
特別な設定がない限り会合はない 36 特別な設定がない限り会合はない 21
全く交流機会はない 10 全く交流機会はない 2
よくわからない 0 自社にグループ企業はない 2

よくわからない 0

Q1-3）異業種企業との交流機会は？ Q1-4）個人的なネットワークは？

定期的な会合がある 7 多くの人脈がある 21
不定期だが会合はある 25 少数だが人脈はある 57
特別な設定がない限り会合はない 41 人脈はほとんどない 10
全く交流機会はない 14
よくわからない 0

Ｑ２．日本CHO協会では、2019年年6月より「CHOメンバーズサークル」という少人数での

   特定テーマに関する情報交換会を開始しましたが、他社の方々との交流機会について伺います

Q2-1）どんな交流機会が良いか（複数回答）

同じような課題を持つ企業との交流 60

業種・業界・企業規模と関係なく、様々な企業との交流55

自社と同規模の企業との交流 30

なるべく近い業界との交流 29

同業他社との交流 23

特に他社との交流は必要ない 0

【日本CHO協会】 「今後の活動やサービス」に関するアンケート    2019.12

定期的な会合がある
18%

不定期だが会合はある
30%

特別な設定がない限り

会合はない
41%

全く交流機会はない
11%

定期的な会合がある
34%

不定期だが会合はある
38%

特別な設定がない限り

会合はない 24%

全く交流機会はない
2%

自社にグループ企業はない
2%

多くの人脈がある
24%

少数だが人脈はある
65%

人脈はほとんどない
11%

定期的な会合がある
8%

不定期だが会合はある
29%

特別な設定がない限り

会合はない
47%

全く交流機会はない
16%

60

55

30

29

23

0 10 20 30 40 50 60 70

同じような課題を持つ企業との交流

業種・業界・企業規模と関係なく、様々な企業との交流

自社と同規模の企業との交流

なるべく近い業界との交流

同業他社との交流

（件）



Q2-2）以下のテーマに関する交流機会があったら、参加してみたいか（複数回答）

組織・風土の改革 40

社員のやる気とモチベーション向上 39

エンゲージメントの向上 38

多様性を活かす組織 37

次世代リーダーの育成 37

人事制度の改革 35

シニア人材の活躍 34

人事の業務改革とテクノロジー活用 34

タレントマネジメント 33

働き方改革 31

管理者層の意識改革 30

女性管理職や候補者の育成 26

若手社員のリテンション（定着） 25

採用に関する課題解決 16

グローバル人材の育成 15

その他 2

Q2-3）以下の業種業界別の交流機会があったら、参加してみたいか(※自社が属する業界以外でも可)(複数回答)

情報通信業 29

小売業 18

機械器具製造業 15

コンサルティング業 14

金融・保険業 12

医療・福祉関連業 12

金属製品製造業 11

電子部品・電子回路製造業 11

生活関連サービス業・娯楽業 11

食料品・飲料製造業 10

卸売業 10

建設業 10

広告・宣伝・制作・マスコミ 9

医薬品・医療機器業 9

非鉄金属製品製造業 8

化学工業 7

運輸・郵便業 7

不動産業・リース業 6

その他 4

29

18

15

14

12

12

11

11

11

10

10

10

9

9

8

7

7

6

4

0 5 10 15 20 25 30

情報通信業

小売業

機械器具製造業

コンサルティング業

金融・保険業

医療・福祉関連業

金属製品製造業

電子部品・電子回路製造業

生活関連サービス業・娯楽業

食料品・飲料製造業

卸売業

建設業

広告・宣伝・制作・マスコミ

医薬品・医療機器業

非鉄金属製品製造業

化学工業

運輸・郵便業

不動産業・リース業

その他

（件）

40

39

38

37

37

35

34

34

33

31

30

26

25

16

15

0 5 10 15 20 25 30 35 40

組織・風土の改革

社員のやる気とモチベーション向上

エンゲージメントの向上

多様性を活かす組織

次世代リーダーの育成

人事制度の改革

シニア人材の活躍

人事の業務改革とテクノロジー活用

タレントマネジメント

働き方改革

管理者層の意識改革

女性管理職や候補者の育成

若手社員のリテンション（定着）

採用に関する課題解決

グローバル人材の育成

（件）

その他：

・「多様性を活かす」に関連するが、思い込みや偏見を自覚し

軽減するための情報交換に参加したい

・障がい者の育成

・健康経営、シニアのキャリア再開発

・両立支援のありかた

その他：

・業界を問わず、先進的な取り組みをされている企業との交流

・総合商社（2件）

・輸送用機器

・特にこだわらない

・業種問わず



Ｑ３．現在、定期開催している各種セミナーで、今後取り上げてほしいテーマは？

Q3-1）経営戦略と人事に関するテーマ（複数回答）

組織風土改革や企業文化創造と人事 61

ビジネスモデル転換と人事 36

グループ経営の推進と人事 25

戦略的アウトソーシングと人事 25

新規事業開発と人事 16

企業再編やM&Aと人事 14

その他 1

Q3-2）人事施策全般に関するテーマ（複数回答）

会社に対する社員のエンゲージメント 46

人事・評価制度の改革 44

社員のやる気とモチベーション向上 44

AI・ビッグデータ・RPA等、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用した人事業務革新44

これからの人事部門の役割・機能・権限 39

組織開発 36

人材の流動化・雇用調整 28

同一労働同一賃金の実現 26

要員・人件費管理 26

健康経営・健康管理 26

メンタルヘルスケア 26

ハラスメントの防止 19

労使関係のあり方 9

その他 1

Q3-3) 人材開発・人材育成に関するテーマ（複数回答）

ミドルマネジメント層の強化・育成 50
次世代幹部人材育成・サクセッションプラン42
キャリア開発・キャリア支援・キャリア相談38
タレントマネジメント・人材アセスメント38
若手社員の採用・定着・育成 35
企業の壁を超えた越境学習・越境体験 23
専門人材の育成 21
採用関連（新卒採用・経験者採用） 21
グローバル人材育成 17
パートタイマーや非正規社員の育成・戦力化12
接客サービスレベルの向上 2
その他 2

61

36

25

25

16

14

1

0 10 20 30 40 50 60 70

組織風土改革や企業文化創造と人事

ビジネスモデル転換と人事

グループ経営の推進と人事

戦略的アウトソーシングと人事

新規事業開発と人事

企業再編やM&Aと人事

その他

（件）

その他：

・Agile組織、OKRの導入運用など

46

44

44

44

39

36

28

26

26

26

26

19

9

1

0 10 20 30 40 50

会社に対する社員のエンゲージメント

人事・評価制度の改革

社員のやる気とモチベーション向上

AI・ビッグデータ・RPA等、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用した人事業務革新

これからの人事部門の役割・機能・権限

組織開発

人材の流動化・雇用調整

同一労働同一賃金の実現

要員・人件費管理

健康経営・健康管理

メンタルヘルスケア

ハラスメントの防止

労使関係のあり方

その他

（件）

50

42

38

38

35

23

21

21

17

12

2

2
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ミドルマネジメント層の強化・育成

次世代幹部人材育成・サクセッションプラン

キャリア開発・キャリア支援・キャリア相談

タレントマネジメント・人材アセスメント

若手社員の採用・定着・育成

企業の壁を超えた越境学習・越境体験

専門人材の育成

採用関連（新卒採用・経験者採用）

グローバル人材育成

パートタイマーや非正規社員の育成・戦力化

接客サービスレベルの向上

その他

（件）

その他：

・ウェルビーイング、マインドフルネス

その他：

・ポジティブ心理学

・シニア人材のキャリア開発



Q3-4）働き方改革に関するテーマ（複数回答）

複業（副業・兼業） 41

働き方改革の進捗状況の「見える化」 38

効果的なタイムマネジメント手法 38

テレワークの導入と活用 33

⾧時間労働の是正 22

その他 2

Q3-5）ダイバーシティ推進に関するテーマ

 Q3-5-1）女性活躍推進に絞ったテーマ（複数回答）

女性のキャリアデザイン 37

女性リーダーやリーダー候補層の意識改革35

女性のロールモデルづくりやメンターの活用35

女性社員の意識改革 31

女性を部下に持つ管理者層の意識改革 28

女性の幹部登用 27

女性の職域拡大 17

その他 2

 Q3-5-2）女性活躍推進に限定しないテーマ（複数回答）

多様性を活かす組織づくり 53

シニアの活躍・活用 40

介護と仕事の両立支援 31

多様な雇用形態の活用 28

ダイバーシティ推進体制や組織への浸透・周知の方法27

ワークライフバランスの実現 27

病気治療と仕事の両立支援 25

障害者の活躍・活用 23

外国人の活躍・活用 22

情報の共有化や意思決定プロセスの透明化21

LGBT人材の雇用と環境整備 20

育児と仕事の両立支援や職場復帰支援 16

個の尊重・活用 15

その他 0

37

35

35

31

28

27

17

2

0 5 10 15 20 25 30 35 40

女性のキャリアデザイン

女性リーダーやリーダー候補層の意識改革

女性のロールモデルづくりやメンターの活用

女性社員の意識改革

女性を部下に持つ管理者層の意識改革

女性の幹部登用

女性の職域拡大

その他

（件）

53

40

31

28

27

27

25

23

22

21

20

16
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多様性を活かす組織づくり

シニアの活躍・活用

介護と仕事の両立支援

多様な雇用形態の活用

ダイバーシティ推進体制や組織への浸透・周知の方法

ワークライフバランスの実現

病気治療と仕事の両立支援

障害者の活躍・活用

外国人の活躍・活用

情報の共有化や意思決定プロセスの透明化

LGBT人材の雇用と環境整備

育児と仕事の両立支援や職場復帰支援

個の尊重・活用

（件）

その他：

・「多様性を活かす」に関連するが、

思い込みや偏見を自覚し軽減するための

ワークショップを開催して欲しい。

その他：

・女性活躍をあえてテーマにするべきではない

・日本でダイバーシティというと女性ばかりが取り上げられていますが、

ほかのダイバーシティにも目を向けていただきたいです

・女性活躍と合わせて、これまでの男性の働き方や活躍も議論したい

41

38

38

33

22

2

0 10 20 30 40 50

複業（副業・兼業）

働き方改革の進捗状況の「見える化」

効果的なタイムマネジメント手法

テレワークの導入と活用

⾧時間労働の是正

その他

（件）



Ｑ４．どんな方に登壇してほしいか（複数回答）

経営者層 51

人事部⾧層 43

人事の実務責任者・実務担当者 42

学識者（大学教授等） 31

人事コンサルタント 30

ダイバーシティ推進責任者層 22

人材ビジネス業界のトップ層 17

経営コンサルタント 15

人事とは直接関係ない有名人やタレント 5

その他 1

特に希望はなし 1

Ｑ５．どんなスタイルのセミナーを希望するか（複数回答）

講演会 68

パネルディスカッションやトークセッション51

ワークショップ等、参加型の勉強会 46

参加者同志の事例交換会 41

体験型セミナー 27

特に希望はなし 1

Ｑ６．開催時期や時間に関する希望は

Q6-1）参加しやすい時期は？ Q6-2）参加しやすい開催曜日は？

毎月上旬 4 月曜日 0

毎月中旬 13 火曜日 1

毎月下旬 5 水曜日 6

特に関係ない 66 木曜日 8

金曜日 17

特に関係ない 56

Q6-3）参加しやすい開催時間は？ Q6-4）参加しやすい開催時間帯は？

1時間程度 5 午前中（10:00～12:00） 1

2時間程度 40 午後一番（13:00～15:00） 7

3時間程度 24 夕刻（15:00～17:00） 57

4時間程度（ほぼ半日コース） 5 夜間（18:00～20:00） 8

丸一日 0 特に関係ない 15

特に関係ない 14

51

43

42

31

30

22

17

15

5

1

1

0 10 20 30 40 50 60

経営者層

人事部⾧層

人事の実務責任者・実務担当者

学識者（大学教授等）

人事コンサルタント

ダイバーシティ推進責任者層

人材ビジネス業界のトップ層

経営コンサルタント

人事とは直接関係ない有名人やタレント

その他

特に希望はなし

（件）

68

51

46

41

27

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

講演会

パネルディスカッションやトークセッション

ワークショップ等、参加型の勉強会

参加者同志の事例交換会

体験型セミナー

特に希望はなし

（件）

毎月上旬
4%

毎月中旬
15%

毎月下旬
6%

特に関係ない
75%

月曜日
0%

火曜日
1% 水曜日

7%
木曜日
9%

金曜日
19%特に関係ない

64%

1時間程度
6%

2時間程度
45%3時間程度

27%

4時間程度

（ほぼ半日

コース）
6%

特に関係ない
16%

午前中（10:00～12:00）
1%

午後一番（13:00

～15:00）
8%

夕刻（15:00～17:00）
65%

夜間（18:00

～20:00）
9%

特に関係ない
17%

その他：

・テーマによる

・コンサルティングファームからのテーマを限定した複数社事例紹介

その他：

・高齢者体験スーツを着たセミナーを行った際にとても反響がありました。

盲導犬など、体験型のセミナーを経験したいです。


